
振動工学の基礎振動工学の基礎
講師　石田　幸男
公益財団法人名古屋産業科学研究所上席研究員
名古屋大学名誉教授

＜趣味＞
 果樹栽培、西部劇…ほとんどの西部劇のストーリーは頭に入っています。
 ＜性格＞
 面倒見がよいです。ただ、これが仕事を増やす原因となって、毎日追いまくられています。
 ＜座右の銘＞
 急がず、あわてず。ただ、これが仕事がたまる原因となっています。
 ＜講師からのメッセージ＞
歯がきりきり痛い、腰がどんより痛いなど、なってみると健康がつくづくありがたいと思いますが、
痛みが消えると、ついまた注意を忘れ、不摂生をしがちです。 
振動を研究していると、私はいつもこのような病気のことを思い出します。 機械は静かに運転できる
ことが当たり前のように思いますが、ちょっとした不具合から変な音がしはじめ、振動が伝わってくる
ことがよくあります。 そのときあわてて、悩み、何かしようとしても、「がまの油」のような都合の良い
即効薬はありません。 健康が常日ごろの体全体の鍛錬によって保たれると同様、振動や騒音を消す
ためには、振動工学全般に対する常日頃の十分な勉強が必要です。 製品の付加価値を上げるために
は、何かができるという機能だけでなく、いかに静かに、心地よくその機械を運転できるかということが大切です。 
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低振動・低騒音は製品の付加価値を大きくアップします。

  振動・騒音は、大事故の原因になったり、公害の原因にもなります。

あまりにも有名なタコマ橋の崩落の原因は自励振動だった！あまりにも有名なタコマ橋の崩落の原因は自励振動だった！
わずかな風でも振動が発生し、ついには。。。。（この講義でなるほどと理解できます。）

振動は様々なメカニズムで発生します。写真のアメリカのタコマ橋は、振動学が
まだ十分に発達していない１９３６年に設計されました。当時としては画期的な
最先端の設計でしたが、完成後、わずか４ヶ月ののち、19m/sというありきたりの
横風のため崩壊してしまった。その後の調査で渦の発生が作り出す自励振動が
原因であることがわかった。
このように、振動は大きな事故を引き起こします。また、事故までには至らなくても、
振動がもとで騒音を起こしたりします。事故を防ぎ、騒音を抑えるためには、様々な
原因で発生する振動の原因と特性を十分理解して対策をたてなければなりません。

機械にとって安全性とともに重要な点は、快適性です。たとえばクルマを評するとき、
静粛性は、一般的には良いクルマであることを示します。最近のクルマは、エンジン
の回転数を上げても、荒れた路面を静かに走ります。これは運転を楽しくし、クルマ
の製品価値を挙げます。家庭電器製品でも静かなエアコン、静かな冷蔵庫、静かな
扇風機、等々運転時にしずかな製品は歓迎されます。どうしたらよいかというと、
それは原因となる振動を小さくすることです。
この講座は、機械を設計するとき必要となる振動学の知識、あるいは振動の原因を
探してその防振対策を考えるとき必要となる知識をやさしく解説します。
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0.1節　振動工学とは
第1章　振動と波形の解析 
　　（第  1回）1.1節　ニュートンの運動の法則、1.2節　調和振動
　　（第  2回）1.3節　複素数表示
　　（第  3回）1.4節　フーリエ級数
　　（第  4回）理解度テスト
第2章　自由度系の自由振動
　　（第  5回）2.1節　無減衰１自由度系
　　（第  6回）　　　　　　同上
　　（第  7回）2.2節　回転を伴う振動系
　　（第  8回）　　　　　　同上
　　（第  9回）2.3節　減衰１自由度系
　　（第10回）　　　　　　同上
　　（第11回）理解度テスト
第3章　１自由度系の強制振動
　　（第12回）3.1節　無減衰1自由度系の強制振動
　　（第13回）3.2節　振動絶縁
　　（第14回）理解度テスト
第4章　２自由度系の振動
　　（第15回）4.1節　無減衰系の自由振動
　　（第16回）4.2節　各種の２自由系
　　（第17回）4.3節　無減衰系の強制振動
　　（第18回）理解度テスト
第5章　多自由度系の振動
　　(第19回)5.1節　無減衰系の自由振動（モード解析）
第6章　ラグランジュの方程式
　　(第20回)6.1節　基礎的事項
　　(第21回)6.2節　例題
第7章　連続体の振動
　　(第22回)7.1節　弦の自由振動
　　(第23回)7.2節　はりの自由振動
第8章　自励振動
　　(第24回)8.1節　自励振動の例と安定解析


